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チケット情報
みずほ文化センターひこね市文化プラザ

【ひこね市文化プラザ各公演　発売初日の予約の取扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記の価格は全て税込価格です。
◎入場制限のある公演は、託児サービスを実施します。
　子ども1人1,000円。各ホールまで事前予約が必要です。

12月の休館日：5日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪、29日㈭～31日㈯

申込・お問い合わせ先　
みずほ文化センター☎43-8111（9:00～17:00）

12月の休館日：6日㈫、13日㈫、20日㈫、27日㈫、
                      29日㈭～31日㈯

【ひこね市文化プラザ・みずほ文化センターでは、次の感染症対策を実施しています】▶館内設備の定期消毒　▶手指消毒液の設置
▶飛抹飛散防止カーテンの設置　▶非接触型体温計の常備　▶新型コロナウイルス感染拡大防止システム「もしサポ滋賀」の表示の設置

申込・お問い合わせ先  チケットセンター ☎27-5200 (9：00～19：00)
チケットはインターネットでもご購入いただけます。https://bunpla.jp/

▲桂 吉弥

　　　　　

令和5年1月14日㈯ 14：00 多目的ホール

【発売中】 

みずほ寄席vol.46 「新春落語まつり」

一般 / 前売1,500円、当日1,800円
高校生以下 /前売1,000円、当日1,200円

小学生以上 託児あり（有料・要予約）

指定

＜出演＞笑福亭晃瓶、笑福亭恭瓶、笑福亭風喬、笑福亭呂翔
           入谷和女(三味線)

令和5年1月21日㈯　和室研修室

直弼公ゆかりのお茶を楽しもう
子ども向け伝統文化チャレンジ講座

令和5年3月5日㈰10:30　エコーホール

「ほっかほかラジオ」でお馴染みの笑
福亭晃甁さん出演の新春落語会です。
初笑いは、ぜひみずほ寄席で！

（協力：石州彦根一会流）

〈対象〉13：30～14：30 小学校低学年/15：00～16：00 小学校高学年
〈参加費〉300円（当日支払い）　〈定員〉各回12人(先着順)
〈服装〉自由（靴下着用必須）
〈申込方法〉12月25日㈰9：00～ひこね市文化プラザチケットセンター
の電話・窓口で受付（初日は電話のみ）

【12月10日㈯9：00～予約開始】友の会2,700円

彦根亭落語会
小学生以上

託児あり（有料・要予約）

指定
＜出演＞桂吉弥、露の紫、桂弥太郎、桂華紋、桂九ノ一 / 豊田公美子（三味線）

桂吉弥と若手4人の落語会です。NHK新人落語大賞決勝進出女
流噺家の「露の紫」、一番弟子の「桂弥太郎」、NHK新人落語大賞
優勝者の「桂華紋」、積極的に独演会を開催し、今最も勢いのあ
る若手の一人「桂九ノ一」の落語を一気に楽しめる落語会！

「吉弥師匠、勉強させて頂きます！ 上方若手4人の会」

【12月17日㈯9：00～予約開始】一般3,000円
高齢者・障がい者・学生2,800円

令和5年3月11日㈯ 14：00 多目的ホール
石原詢子コンサート 2023～今あなたに届けたい～

【12月17日㈯発売（窓口9：00～、電話13：00～）】
前売3,000円、当日3,500円

指定

デビュー35周年・芸道生活50年を迎え、
名実ともにますます充実した活動を続け
る「石原詢子」の魅力あふれるコンサート。
小学生以上 託児あり（有料・要予約）

お見逃しなく!

問 消防本部予防課☎22-0332　FAX22-9427消防だより
暖房器具の取り扱いにご注意を！暖房器具の取り扱いにご注意を！ -- 火災を未然に防ぎましょう火災を未然に防ぎましょう --

毎年、暖房器具による火災が発生して
おり、中でも、ストーブが原因となる火
災が多くなっています。
　これから暖房器具を使用する機会が
増えます。火災を防ぐために、次の点に
注意しましょう。
＜ストーブを使用する時の注意点＞
▶石油ストーブの燃料は灯油です。ガソ

リンは使用しないでください。
▶ストーブの近くに紙・衣類など燃えや

すい物を置かないでください。また、
ストーブの上で洗濯物を干さないで
ください。洗濯物が落下して、火災が
発生するおそれがあります。

▶ストーブを使用するときは、こまめに
換気を行ってください。換気が不足す
ると、灯油やガスが不完全燃焼して、
一酸化炭素中毒を起こす原因になり
ます。

▶地震などの揺れで転倒しないように、
固定する必要のあるストーブはしっ
かり固定してください。

▶煙突がついているものは、指定の金具
や支線などを使用して固定してくだ
さい。

＜給油時の注意点＞
▶石油ストーブに給油する場合は、ス

トーブの火を消し、火が消えたことを
確かめてから給油してください。

▶カートリッジタンク式のものは、給油
後、タンクのふたを確実に閉めてくだ
さい。

＜点火や消火の確認＞
▶点火後は、炎の調節を行い、正常に燃

焼していることを確認してください。
▶外出時や就寝時には、消火しているこ

とを確認してください。

除雪のお願い
　消火栓や防火水槽が
雪に埋まると、消火用
水の確保に時間がかか
り、火災が広がり、被害
が拡大してしまいます。
積雪時には消防署でも
除雪作業を行っていま
すが、管内の消火栓な
どを全て除雪すること
はできません。お住ま
いの周辺で、雪に埋も
れた消火栓などがあっ
た場合は、除雪にご協
力をお願いします。
問  消防本部警防課
☎ 22-0337
FAX 22-9427
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博物館だより

▲②側役日記
　（彦根藩井伊家文書）【部分】

彦根城博物館☎22-6100　　22-6520
https://hikone-castle-museum.jp/
開館時間　8：30～17：00（入館は 16：30まで）

FAX

　博物館では上記の期間中、館内設備の改修工事に加え、年末休館を行うため、長期休館いたします。なお、令和5年
(2023年)1月1日(日・祝)より、通常どおり開館いたします。
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■ スライドトーク 
【日時】7月23㈯14：00～（30分程度）
【解説】当館学芸員　【場所】講堂  
  ※無料（観覧料は別途必要） ※当日受付（先着35人、受付は13：30～）

8月31日㈬まで

湖東焼　赤絵金彩翡翠図建水　鳴鳳作

　常設展示「“ほんもの”との出会い」では、譜代
大名筆頭・井伊家に伝来した名宝を中心に80点あま
りを展示しています。

常
設
展
示
の
名
品

　彦根城博物館では、さまざまな情報をタイムリー
に発信するため、「彦根城博物館Tw i t t e r
（@hikone_museum）」を令和3年10月に開設し
ました。　　
　展覧会、講座、イベントなどに関する情報をはじ
め、展示作品の見どころや四季折々の博物館の様子
などを随時お知らせしています。
　下のQRコードから、ぜひフォローをお願いします！

Twitterで情報発信中

11月7日㈪まで

「上田道三ー彦根の歴史風景を描くー」　上田道三(1908～84)は彦根に生まれ、京都や奈良で絵を学んだのち彦根に戻り、城郭や古民家等を愚直に描き続けた画家です。本展で
は、道三が描いた彦根の風景画を中心に、画壇で活躍した若き日の作品も展示し、その画業の全貌を紹介します。

　抹茶を点てる際
に用いる建水とい
う茶道具で、使っ
た水を捨てる器で
す。本品は、江戸
時代後期に彦根城
下で制作された湖
東焼で、名工とし
て知られる鳴鳳の
華麗な絵付が映え
る優品です。

▲赤絵金彩翡翠図建水

特

集

展

示

企画展関連講演会

「井伊家伝来刀剣　名刀の履歴書」

　江戸時代、彦根藩井伊家が有した刀剣の中には、名物をはじめとする
名刀の数々が確認できます。これらの来歴や魅力について、古文書や写
真などを通して紹介します。

【日時】11月19日㈯14:00～15:30
【解説】当館学芸員　
【場所】講堂
　※資料代100円
（観覧料は別途必要）
　※当日受付
（先着50人、受付は13:30～）

「松居石材商店からみる近代彦根」

　松居石材商店は、江戸時代に彦根の城下で創業した石工職人の店です。
近代以降、その技術を活かして幅広く事業を手がけ
ていく近代彦根の石材店を紹介します。

【日時】9月17日㈯14:00～15:30
【講師】当館学芸員　【場所】講堂　
　※資料代100円（観覧料は別途必要）
　※当日受付（先着50人、受付は13:30～）

特
集
展
示
関
連
講
座

企

画

展

12月6日㈫まで

「彦根藩井伊家の刀剣」

　江戸時代の大名は、名物をはじめとする多くの刀
剣を有していました。本展では、当館が所蔵する井
伊家伝来の刀剣と豊富な古文書を通して、彦根藩井
伊家が所持していた刀剣の全容に迫ります。

▲鷹役用状

講

座

　井伊直弼は、天保 5 年
（1834）、養子縁組のため江
戸に行き、1年余り滞在しまし
た。直弼自作の旅日記「露分
衣」などから、当時の直弼が
置かれた状況や彼の心境を
探ります。

【講師】当館学芸員　【場所】講堂
※資料代100円（観覧料は別途必要）
※当日受付（先着35人、受付は13：30～）

　彦根城博物館の学芸員が、各自の研究テーマについて、
日頃の研究の成果を踏まえて解説します。

＜ 私の研究最前線 ＞

6月4日㈯14:00～15:30
「二十歳の直弼、江戸へゆく」

講

　

座

　鷹狩りには、鷹の飼育、鷹の餌の調達、鷹場の管理などに、多くの
人々が関わっていました。彦根藩井伊家の鷹狩りを支えた、彼らの具体
的な役割を紹介します。

【日時】12月3日㈯14：00～15：30
【講師】当館学芸員　【場所】講堂
　※資料代100円（観覧料は別途必要）
　※当日受付（先着50人、受付は13：30～）

　彦根城博物館の学芸員が、各自の研究テーマについて、日頃の研究
の成果を踏まえて解説します。

＜ 私の研究最前線 ＞

「殿様の鷹狩りを支えた人たち」

【長期休館のお知らせ】12月7日㈬～同31日㈯

▲刀　無銘 伝長船倫光
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